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1年間、教師塾へのご支援・ご協力ありがとうございました

令和7年度の教師塾の活動が終わりました。各校の校長先生方をはじめ、多くの先生方にご指導・ご協力

をいただいたおかげで、教師塾の目標である若手教師等の力量向上をすすめることができました。訪問授

業や研修会では、先生方が授業づくりに意欲的に取り組み、「授業で人を育てる」藤枝市の理念が、子ども

たちの姿としてあらわれている授業が数多く見られるようになりました。1年間、ご支援ご協力いただいた各

校の皆様に深く感謝いたします。ありがとうございました。

教職５年目にして授業力を振り返る良い機会をいただけました。教師塾の先生方には授業を参観してい

ただき、自分ができていること、足りないところを反省する機会になりました。自校での研修と合わせて、

「授業で人を育てる」という藤枝市の教育理念への理解を深め、自分の教育観と授業力が少し向上できた

のではないかと感じます。まだまだ未熟ですが時間は待ってくれません。今後も自分を磨き続け、良き先

輩教員になれるよう頑張りたいです。（３０歳前後教員）

教員１年目でわからないことだらけでしたが、授業づくりから学級経営のことまで多くのことを学ぶこ

とができました。自分の授業では何が足りないのかをフィードバック等で知ることができ、次に生かす、

日々の中で意識することができました。自分では気づかない部分を指摘していただいたり、褒めていただ

いたりしたことで、毎日の授業での目標や課題をもって取り組むことができました。（講師）

塾生のふりかえり ～教師塾での学びを通して～

私は教師塾に参加するまでは、なりたい教師像について明確になってはいませんでした。しかし、参加

しながらいろいろな人の考え方や思いを聞くことによって、少しずつ理想の教師像が明確になっていきま

した。また、私の考え方が大きく変わったのは、道徳の指導案を考えていた時でした。私は大学の授業で

教えていただいた通りに道徳の授業を進めていくべきだと思っていました。しかし、他の大学の仲間とと

もに指導案を考えていくことで、やり方は１つではないということに気づきました。その日から自分の考

えだけにとらわれず、いろいろな人と対話することでよりよいものが出来上がると考えるようになりまし

た。これは教員になったときにも大切な考えであるとともに、人として大切なことも身につけることがで

きたのではないかなと思います。とても自分のためになる時間でした。（大学生）

私にとって教師塾は本当にありがたい機会でした。授業を３本参観していただいた上の事後指導は、今の

私の拠り所になっています。その中でも、教科書にしばられない教材研究や、子どもの思いに沿った単元

計画は、どの教科においても大切にしています。教師塾で学んだことを引き続き活かしていけるように、

今後も頑張っていきたいと思います。（２年目教員）

「学び続ける教員としての姿勢、心構え」を学びました。授業について考える際に、先輩教員や同期と相

談し何度も考え直したり、事後指導を経て教えていただいたことを次の授業にいかしたりと、常に学び続

けることができたと思います。そして、授業を通して学んだことが子どもの姿で見取ることができた時に、

この仕事のよさを感じることもできました。これからも学んだことをそのままにせず、次にいかし、そし

てまた振り返り次にいかすというサイクルをして、学び続けていきたいです。（３年目教員）


